
参
議
院
議
員
平
山
誠
君
提
出
医
薬
品
行
政
監
視

・
評
価
第
二
者
組
織
の
設
置
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
第
二
者
組
織
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
八
日
に
厚
生
労
働
省
の

「薬
害
肝
炎
事
件
の
検
証
及
び

再
発
防
止
の
た
め
の
医
薬
品
行
政
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
が
取
り
ま
と
め
た

「薬
害
再
発
防
止
の
た
め
の
医
薬
品
行
政
等

の
見
直
し
に

つ
い
て

（最
終
提
言
）
」

（以
下

「最
終
提
言
」
と
い
う
。
）
の
中
で
、
薬
害
の
発
生
及
び
拡
大
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
医
薬
品
行
政
を
監
視
及
び
評
価
し
、
薬
害
防
止
の
た
め
に
適
切
な
措
置
を
採
る
よ
う
関
係
行
政
機
関
に
提
言
、

勧
告
及
び
意
見
具
申
を
行
う
権
能
を
持

つ
組
織
と
し
て
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
「

ま
た
、
御
指
摘
の

「審
議
会
等
の
整
理
合
理
化
に
関
す
る
基
本
的
計
画
」

（平
成
十

一
年
四
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
。
以

下

「基
本
的
計
画
」
と
い
う
。
）
は
、
い
た
ず
ら
に
審
議
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
を
避
け
、
可
能
な
限
り
既
存
の
審
議
会
等

で
審
議
す
る
方
針
等
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
計
画
の
閣
議
決
定
以
降
も
、
既
存
の
審
議
会
等
の
整
理
合
理

化
を
行

っ
た
場
合
、　
一
時
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
期
限
を
定
め
て
設
置
す
る
場
合
、
複
数
の
府
省
に
関
係
す
る
課
題
等

を
審
議
す
る
場
合
等
に
は
、
審
議
会
等
が
設
置
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
最
終
提
言
を
踏
ま
え
平
成
二
十
四
年

一
月
二
十
四
日
に
厚
生
科
学
審
議
会
医
薬
品
等
制
度
改
正



検
討
部
会
が
取
り
ま
と
め
た

「薬
事
法
等
制
度
改
正
に
つ
い
て
の
と
り
ま
と
め
」
を
受
け
て
、
薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
等
の
改
正
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
第
二
者
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

計
画
の
閣
議
決
定
以
降
に
審
議
会
等
が
設
置
さ
れ
た
例
に
鑑
み
る
と
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。



質
問
第

一
二
九
号

医
薬
品
行
政
監
視

・
評
価
第
三
者
組
織
の
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

右
の
質
問
主
意
書
を
国
会
法
第
七
十
四
条
に
よ
っ
て
提
出
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
日

参

議

院

議

長

平

田

健

二

殿

平

　

山



医
薬
品
行
政
監
視

・
評
価
第
三
者
組
織
の
設
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
二
日
、
厚
生
労
働
省
は
、
今
国
会
に
政
府
と
し
て
、
薬
害
を
防
ぐ
た
め
に
医
薬
品
行
政
を
監
視
す

る
第
三
者
組
織
を
創
設
す
る
法
案

（以
下

「設
置
法
案
」
と
い
う
。
）
の
提
出
を
断
念
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
同
二
十
七

日
、
民
主
党
が
提
出
を
目
指
す
、
新
組
織
設
置
の
た
め
の
議
員
立
法
の
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
、
厚
生
労
働
省

・
薬
害
肝
炎
検
証
委
員
会
の
最
終
提
言
に
示
さ
れ
た
、

「薬
害
再
発
防
止

の
た
め
に
活
動
す
る
独
立
性

・
専
門
性

・
機
動
性
を
備
え
た
第
三
者
組
織
」
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
過
去
の
薬
事
行

政
に
対
す
る
反
省
を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
政
府
が
法
案
を
提
出
し
た
上
で
、
国
会
に
お
い
て
審
議
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
以
下
質
問
す
る
「

一　
歴
代
の
厚
生
労
働
大
臣
が
、
国
と
薬
害
肝
炎
全
国
原
告
団
と
の
基
本
合
意
に
基
づ
く
大
臣
協
議
に
お
い
て
、
今
国
会
で
の

設
置
法
案
の
提
出
を
約
束
し
て
い
る
。
大
臣
は
約
束
を
反
故
に
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

一
一　
政
府
は
、
医
薬
品
等
制
度
改
正
検
討
部
会
に
お
い
て
、
平
成
十

一
年
四
月
二
十
七
日
閣
議
決
定
の

「審
議
会
等
の
整
理
合

理
化
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
政
府
提
出
法
案
で
の
八
条
委
員
会
の
新
設
は
で
き
な
い
と
、

「第
三
者
組
織
に
関
す

る
改
正
の
方
向
性

（案
）
に
つ
い
て
」
で
説
明
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
閣
議
決
定
後
も
消
費
者
委
員
会
等
、
四
つ
の
八
条

一



委
員
会
が
政
府
提
出
法
に
よ
り
、

の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二

設
置
さ
れ
て
い
る
。
閣
議
決
定
が
、
政
府
提
出
法
案
を
制
限
す
る
理
由
と
は
成
り
得
な
い




